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働
時
トル
メ
釜
山
中
る-8-

木
一
万
本
、
三
年
度
十
五
棚、

十
年
度
以

降
は
三
十
閣
に
明
加
し
、一
二
十
万
本
の
原

木
在
確
保
し
、
収
機
も
、

生
し
い
た
け
で

約
七
十
五
ト
ン
、

二
千
二
百
万
円
の
収
益

が
子
細
い
さ
れ
、
現
在
山
附
農
協
に
お
い
て

は
、
既
に
共
同
出
向
場
も
完
成
し
、
造
凶

事
業
は
着
々
進
捗
し
、
将
来
が
期
待
さ
れ

て
し
γ

る。

産
地
化
を
目
ざ
す

「
く
り
」
と
「
し
い
た
け
」

秋
も
す
っ
か
り
深
ま
り
、
町
周
辺
の
山

野
の
落
葉
樹
も
美
し
く
紅
葉
、
秋
晴
れ
と

も
な
れ
ば
、
紅
葉
狩
り
や
烹
拾
い
の
男
女

の
ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
う
季
節
で
あ
る
。

東
と
い
え
ば
昨
今
と
み
に
減
産
の

一一迭

を
た
ど
り
、
今
や
全
く
数
の
子
と
問
機
、

質
重
品
扱
い
を
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
最
近
「
ク
リ
タ
マ
バ
チ
」
な

る
鴇
虫
の
被
盛岡が
原
因
で
自
生
粟
の
新
芽

に
巣
を
つ
く
り
、
木
の
栄
養
分
を
吸
収
し

て
、
つ
い
に
枯
死
せ
し
め
る
に
至
る
ら
し

、v山
栗
を
多
量
に
拾
っ
て
き
て
煮
て
も
ら

い
、
珠
数
つ
な
ぎ
に
し
て
乾
か
し
、
正
月

の
お
や
つ
と
し
て
珍
重
し
た
少
年
の
頃
が

な
つ
か
し
い
。

一
方
「
し
い
た
け
」
の
方
は
、

古
来
冠

婚
郵
祭
斜
理
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
、

日
本
人
の
食
生
活
の
中
で
、
常
に
高
い
地

位
を
占
め
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も

戦
後
人
工
栽
培
の
奨
励
普
及
の
お
か
げ
で

近
年
は
、
市
街
地
の
家
庭
の
裏
庭
に
も
伺

本
か
の
ほ
だ
木
が
並
べ
ら
れ
、
春
秋
一
一
回

の
季
節
に
は
、

香
り
高
い
生
し
い
た
け
が

食
縛
を
賑
わ
し
て
〈
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。
「
し
い
た
け
「
は
、
日
本
で
は
九
州
が

．
原
産
地
で
、
世
界
数
カ
国
に
輸
出
さ
れ
、

ド
ル
一
棟
ぎ
の
一
役
を
買
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。朝

日
町
で
は
、

こ
の

「
く
り
」
と
「
し

い
た
け
の
栽
培
に
つ
レ
て
、
昨
年
度
か
ら

県
の
特
殊
林
産
物
の
指
定
を
う
け
、
現
在

山
崎
地
区
、
辻
、

岩
・崎附一
む
を
中
心
と
し

て
、
三
年
間
に
わ
た
っ

て
実
施
し
て
き
て

「

く

り

い「
し
い
た
け
」

の
生
産
地
化
造

い
る
。

成

事

業

は

、
果
樹
に
お
け
る、

り
ん
ご
、

初
年
度
は
「
く
り
」
の
栽
培
者
五
十

名

柿
、
挑
、
現
や
林
産
物
の
わ
さ
び
、
な
め

で
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
苗
木
三
一百
本
）
を
二
、
あ
る
い
は
平
地
に
お
け
る
チ
ユ
l

リ

造
成
し
、
将
来
二
十
年
間
に
二
十
五
へ
グ
ツ
プ
、
野
葉
等
と
共
に
、

生
産
地
化
の
可

タ
1

N
に
拡
張
造
成
の
計
画
で
あ
り
、
苗

能
性
は
十
三
分
に
考
え
ら
れ
、
当
朝
日
町

木
は
「
ク
リ
タ
マ
バ
チ
」
の
寄
生
し
な
レ
は
、
裏
口
本
に
お
け
る
多
雪
地
帯
の

一
つ

「
森
田
γ
生
」

「
丹
沢
」
「
山
野
中
性
」
を
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
道
の
開

主
に
し
て
栽
培
育
成
し
、
年
産
約
六
十
ト
先
ゃ
、
ス
l

バ
1
林
道
の
開
設
等
と
柑
ま

ン
内
外
の
収
穫
を
目
標
と
し
、
数
千
万
円
っ
て
、
除
雪
間
．臨
も
科
学
的
に
解
決
さ
れ

収
益
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

れ

ば

各

種

の

特

殊
林
産
資
瀬
の
地
肢
も
、

ま
た
1

し
い
た
け
」
は
、
初
年
度
に
お

快
し
て
困
難
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
ら

い
て
不
時
栽
培
施
設
を
五
棟
建
設
し
、
保
れ
る
G

丘一
一ヨ－亘書
室
三
喜
三
三
－
主
主
主
E
E－－皇室重量－
2
2
2
2
E
z－三亘書－玉
吉豆
至宝－－
E
－＝
－－z－E
－
F

4

・2・Z
E・g・
－＝－一呈
圭＝
E
－E

－m

R
n
T京
本

百

与

職

員

で

あ
る
長
崎
四
郡
平
氏
は
永
年
勤
川

師
H
R

ロH
h円
栴
柄
H
阿
館
山
｛
ゐ

川

－

E
－

E
・
1
4イ
4
1
J

続
職
員
と
し
て
共
に
表
彰
を
受
け
る
栄
川

山

全

国

優

秀

組

合

に

脅
に
浴
し

た

。

山

川
u

；！
J

秋
も
た
け
な
わ
の
十
月

十

「

山

に

生
ま
れ
ゐ
山
に
生
き
る
も
の
川

…
一
彰
一
九
日
、
東
京
神
田
共
立
講
堂
山
を
愛
す
o

」
共
に
山
を
愛
し
、
森
林
…

ロ

ー

マ

行
な
わ
れ
た
全
国
森
林
組
の
育
成
に
一
生
存
げ
よ
う
と
し
て
、
…

…
…
表
一

合
連
合
会
（
会
長
引

一
大

長
年
歩
み
来
っ
た
者
に
対
す
る
こ
れ
ら

…

ー
…
ー
ー
一
郎
氏
）
の
、
森
林
組
合
の
改
の
表
彰
は
、

当
然
と
ふ
言
え
、
町
全
体
山

一
一
匡
一
組
十
五
周
年
記
念
大
会
の
席

の
喜
び
と
し
て
共
に
別
間
企
贈
ろ
う
。

山

川
…
』
・
・
一

上
に
お
い
て
、
わ
が
朝
日

町

県

下

屈

指

の
広
大
な
蘇
林
面
積
を
有

山

川
一

4
二
森
林
組
合
（
組
合
長
良
崎
仙
す
る
当
朝
日
町
は
、
そ
の
活
用
い
か
ん
川

山
一
，
、
一
松
氏
）
は
成
績
優
秀
に
よ
り

こ
そ
町
発
展
の
か
M
む
と
も
言
う
べ
く、

…
…
〈
一
富
山
県
の
唯
一
の
表
彰
を
受

こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま
す
同
組
合
の
活
一

一

Z
草

一

け

た

。

躍

を
祈
り
た
い
n

川

町

一

・

い

十

一

な

お

、

同

時

に

、

同

組

合

（

産

業

課

）

…

酬
fgaa－
－
－
主
主
吾
妻
童
書
言
＝
喜
重
量
豊
富
＝
書
冨
－
亘
書
望
皇
室
－
a
Z
E－－＝
E
E
Z＝
ヨ
童
書
室
亘
書
室
言
書
室
三
2
－－Z主
主
主
主
主
Z

E
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2
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マ
陣
士
圃
朝
日
町
陵
会
町
時
金

九
、
三

O

本
臨
時
会
に
付
寵
さ
れ
た
議
案
等
の
件
名
。

第
案
第

一
号

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改

正
の
件
。

第
案
第
二
号
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任
命

す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
。

議
長
発
議
、
特
別
委
員
会
の
殻
庖
並
び
に
委
員
選
任

に
つ
い
て
。

以
上
の
件
に
つ
い
て
、
議
案
第
一
号
は
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
が
、
議
案
第
二
号
に
つ
い
て
は

同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

特
別
委
員
会
の
設
置
並
び
に
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
決
ま
る
。

。
印

委

員

長

O
印

副

寮

副

長

総
合
開
発
特
別
委
員
会
〈
定
数
十
人
）

山

岡

政

次

七

沢

収

作

小

桜

幸

・

大

郎

上

沢

酒

次

長

崎

仙

M
松

岡

田

耕

作

前

田

憲

次

郎

近

藤

栄

之

助

広

沢

三

郎

酒

井

栄

（
距
副
密
封
民
未
決
定
）

行
政
区
闘
特
別
委
民
会
（
定
数
六
人
）

議

。
渡
辺
秋
男

O
水

野

正

統

金

井

憲

治

美

佐

光

平

／
1
1、

南

茂

諒

治

柚

木

文

次

泊
病
院
改
築
特

別

委

員

会

（

定

数

八

人

）

。
大
橋
米
太
郎

O
M松
倉

健

三

大

村

一

男

上

品

栄

作

岩

田

繁

松

米

田

吉

二

水

島

繁

松

脳

谷

隆

二

次
に
協
誠
事
現
と
し
て、

黒
部
川
疏
域
開
発
促
進
協
議
会
監
事
ご
人
）
に
大

村
一
男
議
員
を
推
せ
ん
。

県
東
地
域
議
員
協
議
会
の
即
一
事
（
六
人
〉
及
び
肱
事

こ
人
）

に
次
の
者
が
推
せ
ん
さ
れ
た
。

理

官

申

金

井

憲

治

近

藤

栄

之

助

柚

木

文

次

りよ？こ必当H

ZコE

酒米七

井田沢

吉収

栄 二 作

監

事官
同
国
憲

次

郎

マ
全

員

協

細

金

付
議
事
項

［
財
政
計
画
に
つ
い
て
。

2
黒
部
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
に
つ
い

て
。

1
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

当
局
よ
り

2
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
長
か
ら
経
綿

に
つ
い
て
説
明
。

一O
、
七

町
の
文
化
財
写
真
公
開

｜

三
年
間
の
飼
査
発
表

｜

昭
和
三
十
八
年
朝
日
町
文
化
財
保
滋
条
例
制
定
以

来
、
文
化
財
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
、
町
の
文
化
財

調
査
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

調
査
件
数
約
二
百
件
の
中
か
ら、

国
県
指
定
文
化

財
に
加
え
て
、
町
指
定
文
化
財
及
び
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
約
五
十
点
を
選
び
、
広
く
町
民
各
位
に
町
の
文

化
財
を
顕
彰
し
、
町
民
の
ほ
こ
り
あ
る
民
族
意
識
の

品
揚
に
あ
わ
せ
、
初
円
少
年
が
組
先
の
遺
産
に
深
い
関

心
を
も
ち
、
よ
り
必
レ
文
化
を
築
』
戸
・あ
げ
る
契
機
を

つ
く
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
次
に
よ
り
写
真
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
観
覧
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記
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自

十

｝
月
十
六
日

単

十

一

月

十

九

u

泊

公

民

館

朝
日
町
文
化
財
調
務
委
員
会

朝

日

町

中

央

公

民

館
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申
告
所
得
税

第
二
期
分
の
納
期
は

十
一
月
一
白
か
ら
＋
一
月
三
＋
目
ま

で
で
す
。
納
期
限
内
に
納
税
を
！

、‘，占
M

署

期
限
内
完
納
に
は
、
使
利
な
顕
替
納
説

副
似

制
度
の
御
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

4
巴

鍍

嘗

納

説

制
度
と
は

手
伝

あ
な
た
の
申
出
に
よ
っ
て
、
あ
な
た

津

が
指
定
さ
れ
た
議
機
関
に
税
務
署

・

か
ら
直
接
納
付
密
を
送
付
し
ま
す
b

舟

一

金

融

機
関
は
、
あ
な
た
の
指
定
さ
れ

l目
別

r

た
頭
金
口
座
か
ら
国
税
を
納
付
し
ま

す
。
制
収
証
容
は
、

金
融
機
関
か
ら
あ
な
た
に
送

ら
れ
て
会
ま
す
。

手
続
き
は
あ
な
た
が
指
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
金
融

機
関
ま
た
は
税
務
署
へ
印
鑑
持
参
の
う
え
お
申
比
く

だ
さ
い
。

す
で
に
九

O
%の
方
が
、
こ
の
方
法
を
利
用
し
て

お
ら
れ
志
す
。

な
お
、
す
で
に
伽
幹
納
反
を
し
て
お
ら
れ
る
方
に

は
、
こ
の
約
二
別
分
の
納
付
仰
は
十
一
月
一
一
十
凶
い

頃
そ
れ
ぞ
れ
の
合
融
機
関
に
お
必
り
し
ま
す
。

ま
た、

従
来
の
よ
う
な
、
は
が
ぎ
等
は
お

ιし
し

な
し
r
予
見
で
あ
り
ま
す
か
ら

F

」了
承
く
だ
さ
い
－」

国
税
に
関
す
る

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」

税
務
判
・で
は
毎
ハ
円
九
の
い
｛
五

u、
十
五
J

日、
二

十
五
日
）
を
税
の
州
議
け
と
定
め
い
ろ
ん
な
二
柑
誌

に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

ζ

れ
と
は
別
に
十
一
月
十
い
い

か
ら
十

一
月
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
を
特
に

一
納
説

お
の
戸
な
聞
く
旬
開
’
と
た
め
、
納
税
者
の
声
を
お

問
主
し
、
み
な
さ
ん
の
悩
み
を
な
く
す
る
と
と
も
に

税
務
の
改
持
に
役
収
て
た
し
と
考
え
て
お
り
ま
す
し

同
脱
に
側
ナ
る
r
r
d
T
、
不
満
、
庄
は
、
要
望
呼
を

こ
の
機
会
に
、
日
制
あ
る
レ
は
屯
折
、

手
紙
唱
の
ド刀

法
で
ど
し
ど
し
脱
務
鴇
へ
巾
し
川
て
レ
た
だ
き
た
レ

と
思
い
ま
す
。

戸制
…
沈
税
務
削
指）
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＠
仙
川
町
民
大
衆
の
町
政
に
対
す
る
疑
惑
の

日出
を

一
掃
す
る
こ
と
的
財
源
の
確
立
拡

人
付
予
算
の
f
ン
バ
ラ

ン
ス
の
是
正
。

＠
的
民
改
事
笑
の
全
町
連
成
例
大
関
機
械

化
と
球
削供、

市
民
等
多
角
緑
台
に
よ
る

j
．版
協
知
代
N
h
n
w
凶
仰
進
符
出
方
針
の

作

F
Y口市
内
レ
」
ν

n
h
u
－
－
－
r
－d
，al
 

の
で
す
，v

e総
合
開
発
て
あ
り
、
奥
地
山
林
の
多
レ

朝
日
町
に
お
い
て
奥
地
開
発
や
地
下
資

甑
開
発
、

川他組問開
発
の
誘
致
等
か
問
泊

と
仰
い
し
ま
す
～

、、，ノ
a
E
・・・

〆’
t

、

昭和41年 11月 10日
月刊（毎月10日発行〉

。
引
所
会，eP

 

H
H

円安M叫

ぷ

仏

所

O
H川
政
弘
水
山
作
業
の
似
叔
什
山
肌
と
指
』
神
川仲

の
強
化
問
地
域
給
法
の
H
K
．k
b
E
凶
り
羽

川
町
の
陶
仇
山
知
肢
に
努
力
し
た
いみ

＠
朝
日
町
の
特
山向
性
を
生
か
し
た
観
光
開

発
と
屯
激
語
教
、

刷版
決
構
造
改
替
の
促

准
逼
務
、
小
阿
川、

決
過
の
改
修
と
整

備
事
業
の
批
准
。

の
す
て
に
川
口
引
さ
れ
つ
れ

J

あ
り
ま
す
か
、

問
地
の
以
椛
牧
制
ト
心
地
改
良
現
代
化
抱

設
や
酌
仰
と
政
牧
山
喝
の
施
設
等
必
要
と

忠
い
ま
ナ
し

去
る
八
月
十
七
日
朝
日
町
民
及
び
町
縮

会
議
員
の
選
殺
が
行
な
わ
れ
て
、
町
民
の

徳川
き
一
票
に
よ
っ
て
、

二
十
四
名
の
新
し

しγ
町
藤
会
議
品
目
（
前
十
二
名
新
十
二
名
）

が
誕
生
し
た
。

町
民
の
大
台
な
借
如
に
こ
た
え
て
、
町

政
審
裁
に
あ
た
ら
れ
る
鰻
員
の
方
々
に
、

次
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
今
月
号
を
皮
切
り

に
翌
年
三
月
号
ま
で
、
議
席
順
に
よ
り
萱

撞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
c

。
地
元
の
開
発
は
交
通
の
確
保
で
あ
る
。

道
路
網
の
鉱
強
脚
質
備
舗
装
の
怠
務
小
川

川
の
改
修
。

＠
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
で
あ
る
人
間
関

係
の
向
上
に
重
点
を
お
さ
、
感
情
の
間

関
点
を
政
慌
に
表
わ
さ
な
い
で
、
和
を

も
っ
て
伸
び
る
政
治
こ
そ
、
町
政
の
前

向
き
の
姿
で
あ
る
。

。
仰

H

・J
l

イ
ズ

・
ヒ
ー
・
ア
ン
ヒ
シ
ヤ

ス
H
N
例
ナ
／
れ
た
個
性
と
あ
た
仁
か

し
協
調
心
と
宕
つ
ち
か
つ
て
ほ
し
い
。

＠
ぷ
所
｜
的
役
復
な
也
税
及
び
制
光
資
制

同
協
和
な
町
民
性
。
知
所
｜

ω資
淵
開

発
の
政
治
力
の
貧
困
。
同
陀
力
に
刷
す

る
m
年
以
な
町
民
性
。

。
ノザ
刊
泊
度
則
を
川
伸
一え
、
教
育
や
社
会
も

努
力
し
つ
つ
あ
る
止
さ
、
背
少
年
自
ら
・

ら
‘
ぷ
り
良
レ
社
会
人
と
練
成
す
べ
き

と
忠
レ
ま
す
も

ひ

＠
海
山
間
の
自
然
の
禁
の
地
で
あ
り
、
人

心
・
き
わ
め
て
良
レ
所
と
思
い
ま
す
が
、

辺
境
の
た
め
か
寛
蒋
に
欠
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

大 村一 男

沼保715
建設委員会

＠
情
造
改
善
事
築
の
投
進
。
制
度
資
金
の

尋
入
促
進
。
家
事
共
同
化
の
応
設
充
実
。

畜
産
経
骨
の
革
大
、
野
東
又
は
草
花
の

不
時
放
培
。

＠
最
近
国
民
の
食
生
活
の
バ
タ
l

ン
変
化

に
よ
り
、
野
菜
、
畜
産
、
養
鶏
、
果
実

等
が
急
速
に
伸
展
し
て
い
る
。
農
業
基

本
法
の
目
的
と
す
る
生
産
の
選
択
的
拡

大
、
自
立
農
家
の
育
成
の
た
め
に
、
民

地
の
流
動
化
促
進
、
生
旅
基
盤
の
件
備

低
金
利
の
要
請
。

記

O
あ
な
た
は
議
員
と
し
て
ま
ず
手
を

つ
け
た
い
と
思
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

…
＠
朝
日
町
の
最
も
大
き
な
問
魁
は
何

だ
と
お
思
い
で
す
か
。

…
＠
朝
日
町
の
長
銀
の
将
来
に
つ

い
て

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

。
あ
な
た
は
今
日
の
背
少
年
に
対
し

ど
ん
な
こ
と
を
望
み
ま
す
か
。

…
＠
あ
な
た
は
朝
日
町
の
特
性
は
ど
ん

な
点
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

続

会

k
傘
臨
際
欝
ぷ
V
正
郎
一
日

脳
圃
掴
圃
院
』
J
野
町

築

制

糊
幽

臨

園

開

園

亨

水

山

産

岨
・
晶
幽
閉
圃
園
田
高
1

d
名

所

会

減
幽
・
・
・
圃
・
調
劇
場
剖
司

・負

，
F

臨
調
智
観
顎
掃
す
司

員

委

副
笥
穂
輔
意
事
堂

贈惜

譲

住

所

O
操
業
構
造
改
善
事
撲
の
促
進
を
計

り

「
二
割
増
収
一
点
割
省
力

「
の
実
現
を
期

ナ
。

＠
電
源
開
発

「
朝
日
発
電
所
の
早
期
実
現

を
促
進
し
、
財
源
の
確
立
を
計
る
。

＠
農
道
の
新
設
改
修
、

広
劃
整
理
、
用
排

水
施
設
な
ど
園
場
条
件
の
整
備
を
期

す
。

。
次
代
を
に
な
う
自
覚
と
貧
任
意
識
の
高

揚
。

＠
縦
光
、

産
築
資
．散
が
極
め
て
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
根
本
的
施

策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

さ

名

所
会、

札
A
』

川
以

醤

臓

破

住

所

。
道
路
援
活
用
排
水
関
係
の
盤
側
。

。
郷
土
震
に
微
し
、
作
み
よ
レ
郷
土
社
会

の
建
設
に
附
慨
を
傾
佐
し
、

人
朔
涯
と

正
義
を
も
ウ
て
郷
土
的
平
和
に
貫
一蹴
し

て
ほ
し
い
b

。
個
人
の
尊
重
は
社
会
の
上
に
虫
脚
し
た

も
の
で
、
充
突
し
た
生
活
は
朝
晩
の
礼

憎
か
ら
始
ま
る
。
あ
い
さ
つ
は
好
感
を

も
た
れ
、
誠
意
を
表
わ
す
明
る
さ
を
失

な
わ
ず
相
手
に
関
心
を
も
ち
、
人
の
誇

り
に
傷
つ
げ
な
い
行
動
を
と
っ
て
も
ら

し
た
し
。

＠
町
民
は
自
然
の
美
に
恵
ま
れ
て
純
粋
で

勤
勉
で
あ
る
。
山
林
漁
美
観
光
農
業
が

あ
る
と
し
γ

え
ど
も
、
資
源
難
の
故
に
出

か
せ
ue
に
依
存
す
る
生
活
、
努
力
す
る

盗
は
町
民
性
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
特
性
を
生
か
す
も
の
は
政
治
で
あ

り
、
政
治
の
カ
に
お
い
て
決
す
る
も
の

と
思
う
。

＠
雄
大
な
山
れ
を
地
君
、
風
光
明
美
な
海

浜
に
面
し
、
制
光
資
瀬
に
恵
ま
れ
て
レ

る
U

こ
れ
ら
の
調
査
、
開
発
計
断
、
宣

伝
に
一
貫
し
た
施
策
必
．
狭
心

あ

＠
福
祉
対
僚
の
向
上
及
び
厚
生
施
設
の
光

実
。

（票？溢錫説）第135号

＠
基
線
路
備
及
び
長
築
技
術
化
。

上沢源次

エjl柳242ノ！
厚生寮 員会

小桜主主・太郎

桜町1.176 
建設委員会

JI!"；（心

主》
山岡政 次

藤塚552

建設委員会

韻員名

住所

所属香員会

A4
名

所

会

、

員

員

委

属

議

住

所

。
的
町
政
執
行
機
関
と
椀
決
機
関
の
医
分

の
明
確
化
例
議
会
役
職
の
適
材
適
所
主

畿
の
徹
底
（私
約
交
替
等
の
怒
習
打
破
）

議員名

住所

所属委員会

。
町
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
都
市
計
画
に

も
と
づ
き
、
街
路
、
水
路
の
完
備
を
町

民
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
進
め
た
い
も

( 3) 



(4) 

国民健康保険だ主リ

お
た
ふ
く
か
ぜ
の

予

防

（
流
行
性
耳
下
腺
）

昭和 41年 11月 I0日
月 刊〈毎月 10日発行）

日
増
し
に
寒
く
な
る
と
、
同

時
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
主

な
病
気
、
呼
吸
器
疾
患
の
内
、
か
ぜ
「
郷
、

喉
頭
炎
、
原
桃
閥
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

そ
の
外
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
（
流
行
性
耳
下

服
炎
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
生

命
に
対
す
る
危
険
は
な
い
た
め
、
一
般
の

関
心
が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
日
常
比
較

的
多
く
み
ら
れ
る
病
気
の
一
つ
で
す
。

一
、
か
か
り
ゃ
す
い
時
期

l
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
多
い
。

二
、
伝
染
経
路
l
患
者
か
ら
の
直
接
の
ば

い
菌
の
飛
末
で
う
つ
り
ま
す
。

三
、
か
か
り
ゃ
す
い
年
令

l
二
才
以
上
は

少
な
く
、
七
才
、
九
才
が
最
も
多
い
。

思
春
期
以
後
、
若
年
者
に
も
あ
り
ま

す
。
一
度
か
か
る
と
終
生
免
疫
に
な
り

ま
す
。

問
、
病
状
。

仰
潜
伏
期
｜
十
八
日
、
二
十
二
日
ぐ
ら

B
V
 

M
W
発
病

l
R
下
腺
が
は
れ
る
前
一
両
日

に
軽
く
熱
が
出
、
不
き
げ
ん
、
唱
吐
、

鼻
血
な
ど
が
出
る
。
寒
け
と
共
に
、

三
十
八
度
、
一
二
十
九
度
の
発
熱
と
同

時
に
、
耳
下
腺
の
炎
症
が
お
こ
り
は

れ
て
き
ま
す
。

軽
症
の
場
合
、
熱
も
一
｜
二
日
で
下
降

し
睡
も
少
な
く
、
痛
み
も
騒
い
、
四
｜

六
日
で
な
お
り
ま
す
。

重
症
の
場
合
、
耳
下
腺
が
犯
さ
れ
る
だ

ひさあ（塁強芸品易会~）第135号

け
で
な
く
、
病
毒
は
血
中
に
り
入
こ
ん

で
、
全
身
に
ひ
ろ
が
り
、
勝
炎
、
肝
炎
、

内
耳
炎
、
角
膜
炎
、
関
節
炎
、
等
腺
器

官
を
犯
し
、
さ
ら
に
、
成
勲
男
子
に
畢

丸
炎
を
起
し
、
畢
丸
事
縮
と
な
り
、
生

殖
不
能
を
お
こ
し
た
り
、
女
子
で
は
少

数
百
が
卵
巣
腫
張
や
乳
房
炎
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
、
文
、
四
ヶ
月
以
内
の
純

婦
が
か
か
る
と
、
先
天
性
脊
形
児
が
生

ま
れ
た
り
、
流
産
も
起
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
織
に
全
身
が
犯
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
伝
染
病
な
の
で
す
。

五
、
発
荊
と
処
置

的
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
。

例
安
静
に
す
る
こ
と
。

か
」
、

「
死
ぬ
聞
が
C

わ
に
枕
も
と
で
一吉

川

川

考

え

、

愛

せ

る

郷

土

う
遺
百
は
法
的
に
認
め
ら
れ
る
の
か
」

山

川

青

年

を

目

ざ

す

等
の
真
剣
な
質
問
が
と
び
だ
し
、
学
級
…

生

一
間
大
笑
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

山

崎

青

年

学

級

今
後
、
学
習
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
川

川
我
々
は
、
「
考
え
、
愛
せ
る
郷
土
背
に
す
る
た
め
に
一
替
の
問
題
点
は
、
山
川

川
年
に
な
ろ
う
」
の
主
題
で
、
年
度
始
め
崎
は
広
い
地
域
の
う
え
、
街
灯
も
少
な
川

川
に
作
成
し
た
学
習
計
画
に
も
と
ず
き
毎
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
働
く
青
年
ば
か
山

川
週
水
曜
日
に
学
習
し
て
い
る
。
り
で
、
ど
う
し
て
も
学
習
は
夜
し
か
で
川

今
ま
で
、
町
長
、
町
議
会
議
員
の
選
き
な
い
た
め
、
女
子
の
参
加
が
非
常
に
川

川
挙
を
ひ
か
え
て
、

ー
ー
ー
ー
I
l
l
i－
－

1
61
1
1
1
1・
閤
難
だ
と
言
う
こ
川

…
青
年
は
ど
の
よ
う

一

青

年

学

級

だ

よ

り

一

と
ど
。

…

川
な
態
度
で
望
ま
ね

r
i
l－
－

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

L

一
人
で
は
ど
う

川

川
ば
な
ら
な
い
か
、
郷
土
を
知
る
た
め
に
し
て
も
解
決
で
き
な
い
我
々
背
年
の
悩
川

川
観
光
と
文
化
財
に
つ
い
て
、
家
庭
の
人
み
を
、
皆
で
話
し
合
い
、
一
人
で
も
多
川

川
間
関
係
（
腺
と
姑
て
あ
る
い
は
身
体
を
く
の
仲
間
を
つ
く
り
、
明
日
の
生
活
を
川

川
鍛
え
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
な
ど
よ
り
楽
し
く
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
こ
川

川
学
級
生
に
と
っ
て
身
近
か
で
す
ぐ
に
役
と
も
ま
た
、
背
年
学
級
の
大
き
な
課
題
川

山

立

つ

事

柄

を

学

ん

だ

。

で

あ

る

と

信

じ

、

学

習

が

よ

り

魅

力

あ

川

と
く
に
、
「
新
し
い
時
代
の
結
婚
観
る
も
の
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
行
こ
う

川

川
と
遺
言
、
相
続
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
と
学
級
生

一
同
は
り
会
っ
て
い
る
。

川

川
と
き
な
ど
、
ま
だ
成
人
に
も
達
し
て
い
山
崎
背
年
学
級
長

酬
な
い
A
君
の
「
自
分
が
死
ん
だ
と
き
財

・

議

沢

大

門

州
産
は
誰
に
い
く
ら
ず
つ
相
続
さ
れ
る
の

付
局
所
を
冷
や
し
、
又
は
温
湿
布
を
行

な
う
。
油
を
塗
っ
て
納
で
覆
う
な
ど

し
て
緊
迫
肱
を
や
わ
ら
げ
る
。

同
口
内
は
清
潔
を
保
ち
、
三
%
棚
階
水

な
ど
で
う
が
い
を
す
る
。

E

ハ
、
予
防

的
流
行
期
に
は
、
う
が
い
を
た
び
た
び

す
る
こ
と。

M
W
7

ス
ク
鵡
用
を
す
る
こ
と
。

付
患
者
に
近
づ
か
な
い
こ
と
。

M
W
か
か
っ
た
ら
、
二
週
間
ぐ
ら
い
、
保

育
所
、
学
校
得
は
休
ま
せ
る
方
が
、
他

へ
の
伝
染
を
防
ぐ
事
に
な
り
ま
す
。

（
民
生
採
）

i脚i
！光i
iあf
iびi
iるf
i映i
f画！

！本！

。

「
朝
日
岳
」
十
六
ミ
リ
カ
ラ
ー

朝
日
町
と
県
観
光
連
盟
の
共
同
制
作
に

よ
る
観
光
映
画

「
朝
日
岳
」
は、

日
本
山

岳
写
真
界
の
権
位
、
中
野
峻
陽
氏
が
七
月

末
か
ら
拙
映
し
、
十
月
二
十
＝
百
秋
哨
れ

の
元
場
広
場
で
、
草
野
青
年
会
の
好
意
に

よ
る

「
獅
子
舞
」
で
完
了
し
た
が
、
こ
の

映
画
は
全
国
に
紹
介
さ
れ
て
、
わ
が

「
明

日
岳
」
も
、
ま
さ
に
脚
光
を
裕
び
ま
す
。

。
「
の
び
ゆ
く
朝
日
町
」
三
＋
五
ミ
リ
白
黒

今
夏
来
、
ス
ポ
ン
サ
ー
宏
得
て
録
映
を

開
始
し
た
記
録
映
画
、

「
の
び
ゆ
く
朝
日

町
」
は
、
八
片
末
完
成
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
企
闘
拡
大
の
た
め
、
太
子
祭

「
朝
日

音
頭
」
を
ラ
ス
ト
と
し
、

十

一
月
末
朝
臼

劇
場
で
公
開
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
縮

写
の
十
六
ミ
リ
は
役
場
で
保
管
し
て
、
町

の
記
録
、
観
光
紹
介
に
各
方
面
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

（
産
業
課
）

一

郵

便

局

だ

よ

り

郵
便
事
故
に
は

た
め
ら
わ
ず
申
告
を

。
全
国
か
ら
差
附
さ
れ
る
郵
便
物
は
、
年

間
約
百
億
通
、
そ
の

一
通

一
通
が
間
違

い
な
く
届
く
よ
う
に
、
郵
便
局
で
は
じ

を
こ
め
て
取
倣
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
郵
便
物
の
中
に

は
、
同
か
な
か
っ
た
り
、
中
身
が
足
り

な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
た
事
故
が
時
々

泊町文化祭
公民館
役場特別室
公 民 館

-~－ 館
小講

民
1臼
A '£. 

菊花展
お茶の会
観光民
謡曲のタ
琴の余
生花展
美術展
服装作品展
魚拓展
珍石展
盆殺展

！日～
3日
3日～
5日
6日午後 l時
6臼～ 7日
9日 ～ 10日
12日 ～ 13日
12日～ 13日
14日～ 15日
14日～ 15日

3日

4日

11月

あ
り
ま
す
。

O
こ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
、

も
よ
り
の
郵
便
局
に
申
し
出
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
郵
便
局
で
は
調
査
に
必
要

な
事
項
を
お
聞
き
し
て
局
に
備
え
つ
け

の
用
紙
に
記
入
し
、

こ
れ
に
よ
り
郵
政

監
察
官
が
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
を
回

答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
と
こ
ろ
が
、

利
用
者
の
中
に
は
、
普
通

郵
便
に
現
金
を
封
入
し
た
の
で
、
申
し

出
る
と
達
反
に
問
わ
れ
る
も
の
と
思
っ

た
り
、
ま
た
、
書
留
に
し
な
か
っ
た
の

で
調
べ
て
も
ら
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
，た

ろ
う
と
思
っ
た
り
し
て
、
あ
き
ら
め
て

申
告
し
な
い
方
か
多
い
よ
う
で
す
が
、

郵
政
省
で
は
、
事
故
が
あ
る
と
思
わ
れ

た
ら
、
必
ず
申
告
し
て
い
た
記
く
よ
う

望
ん
で
い
ま
す
ω

（伯
邸
使
尚
）



昭和41年 11月 10臼
月 刊（毎月 10日発行〉

草野地先園場整備事業始まる

ひさあ（襲？猛毒説会品）第135号(5) 

か
ね
て
よ
り
懸
策
、
計
問

中
で
あ
っ
た
草
野
地
先
附
場

整
備
事
策
が
、
関
係
住
民
の

閉
結
と
熱
意
に
よ
り
、
い
よ

い
よ
清
工
さ
れ
、
十
月
二
十

七
日
、
め
で
た
く
起
て
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

年
度
別
事
業
の
概
要
次
の

と
お
り
。

総

量八
四
、
一
ヘ
ク
タ

ー
ル

八
三
、

0
0
0千
円

四
十

一
年
度

六
、
五
ヘ
ク
タ
1
h
F

六、

C
O
O－
千
円

四
十
二
年
度

二
三
、
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
・

二
七
、

0
00
千
円

四
十
三
年
度

三
三
、

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

三

O
、
四

O
O千
円

四
十
四
年
度

一一

O
、
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
九
、
＝

0
0千
円

（
建
設
課
）

〈
写
真
｜
哨
施
工
さ
れ
た
草
野

地
区
の
闘
場
整
備
事
業
〉

l
i
l
 

’1
L
 

A
成
人
州
検
診

げ
日
日
時
初
分
1
店
時
柳

m公
民
間

耐
mm）

一健
一業
一

一保
一事
…

…月
一生
…

一日
一衛
…

（柳
凹
、
L
r
r

・l

、

J
Jノ

i

’
r
1

不
動

2
J

日
時
初
分
1
日
時
符
附
公
民
館

（
宮
崎
地
ば
お

f
以’仁
）

ム
時

婦

検

診

28 
IJ 

は
時
ー
は
は
時

22 
II 

保
健
所

乙
一
内
日
岐
、

，ナ
防
後
極

ジ
フ
テ

リ
ア
、

被
出
削
胤
瓜
人
口

ム
乳

児

相

談

同
日
は
時
担
分
j
店
時
山
崎
連
絡
所

（
山
崎
）
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15 
日

地鉄パス泊営業所移転

昆近のパス事業の発展に｛半レ、かねてより拶

転鉱張を計画のとζろ、 ニのほと、従来の位位

の向かし、例IC西!llJl80米）に、 2階建の営探所 ・車

庫が面目を一新し完成の運びとなり、去るlOfl 

26日より移転営業を開始しましたう

今後は名実ともに朝日町会中心の営沼．担当r~r

として便宜？を凶ることになりました。

日
時
ぬ
分
1
目
時
盛
笑
セ
ン
タ

ー
〈
山
崎
、
大
家
庄
、
野
中
、
南

保
の
一
部
）
第
三
回

ム
股
関
節
、
脱
臼
検
診

泊
目

9
時
l
H時
叩
分
黒
部
保
健
所

※
昭
和
引
年
2
月
！
日
生

ー
引
年
8
月
M
m
H
生
対
象

ム
イ
ン
7

戸
エ
ン
ザ
予
防
接
種

引

日

は

時

I
目

時

泊

公

民

館

泊
一
般
〈

一
、
ご
区
）

引
H
．
H
時
t
p
b時
蛭
谷
公
民
館

（
蛭
谷
、
谷〉

幻

日

山

時

！

日

時

地

公

民

館

（越
、
竹
／
内
、
小
一
史
）

M
U

日
時
l
同

時

泊

公

民

館

（的一

般
三
区
）

川口
日

日
時
羽
分

1
同
時
初
分
間
似

公
民
館
（
石
谷
、
高
島
、
長
野
）

凶
日
日
時
！
日
時
下
野
公
民
飢

（
下
野
）

目

白

日

時

t
店
時

下
山
新
公
民
館

（
下
山
新
、
高
橋
）

却

日

目

時

t
陥

時

笹

川

小

学

校

（
笹
川
）

30 
LI 

（窃・111地方鉄道7f:'..I＇泣梁lifr)

29 
ll 

縮（
、大 13
舟家時
川 庄 j
jfr 、15
）金時

Ll.1 

大
家
庄
農
協

窪
出
、
三
位

12 
月ー

は
叩
時
泊
分

t
H時
犯
分
桜
町

公
民
館
（
桜
町
、
月
山
、
旭
ケ
丘
、

町
南
保
）

l
H

は
時
初
分
J

M時
泊
分
赤
川

公
民
館
（
み
川
、
西
草
野
）

ー
い

は
時
1
目
時

山
崎
連
絡
所

（
辻
岩
崎
、
説
、
坊
、
細
野
、
山
王
〉

2
u

ロ
時

i
M時
小
夜
池
公
民
朗

（
槻
山
、
小
在
地
、
花
開
、
山
崎
新
）

2
川

市

時

j
陥
時
藤
塚
公
民
館

（断
道
、
藤
塚
、
防
水
）

2
け
は
崎
泊
分

i
h時
宮
崎
品
川
協

（守口附）

5
日

川
時
四
分

t
3時
羽
入
公
民

館

〈羽
入
〉

5
U
日
時
犯
分
1
同
時
殿
町
公
民

館
（
殿
町
）

6
H
日
時
叩
分

t
m時
柳
田
公
民

館
（
棚
田
、
不
動
堂
、
井
ノ
口
）

（
民
生
課
〉

zυ
ワ』
QJV
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マ
農
業
経
営
を
考
え
よ
う

こ
と
し
の
稲
作
も
‘
う
ん
か
の
被
符
や

紋
帖
病
の
妨
害
も
最
小
限
度
に
く
い
と
め

て
、
一
二
等
以
上
が
九
O

%
が
一く
も
ゐ
り
、

予
約
訟
に
対
し
一

O
問
、
五
%
で
十
月
も

終
り
ま
し
た
が、

こ
れ
か
ら
の
良
治
経
引

に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
た
ト
と
以
い
ま

す
。

日
本
の
す
へ
て
の
広
栄
は
品
川
間
的
に
マ

ン
毛

ス
化
さ
れ
て
い
ド
ま
す
G

町
村
人
H

併
と

北
ハ
に
、
州
位
協
も
科
地
で
ム
円
併
いか
れ
な
わ
れ

て
、
大
き
な
事
務
川
が
で
き
．
九
川
川
バ
市
館

協
な
と
で
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
心

ン
｜
ザ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
で
き
、
山
卸
業
の
近
代
化

が
行
な
わ
れ
て
レ
ま
す
じ

近
代
化
を
考
え
る
た
め
に
は
資
念
が
間

組
と
な
り
ま
す
が
、
近
代
化
資
会
の
利
率

は
五
分
五
一間
か
ら
一二
分
さ
が
り
一
八
分
二
開

と
な
り
ま
し
た
。
借
り
入
れ
は
併
協
で
お

世
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
技
術
の
修
州
材
質
合
と
し
て
無
利
子

の
農
業
改
良
資
金
も
あ
り
ま
す
U

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

段
築
改
良
詐
及
品

や
生
活
改
良
地
目
泣
員
に
こ
相
談
く

だ

さ

い
。
農
業
の
後
継
者
で
心
配
し
て
お
ら
れ

る
方
は
、
後
継
者
資
金
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
も
有
効
適
切
に
と
り
入
れ
、
農
業
の

近
代
化
を
お
し
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
農
業
近
代
化
の
方
向
と
し
て
は
、
水

稲
の
み
で
は
、
少
な
く
と
も
三
町
歩
は
必

要
で
あ
り
、
将
来
は
五
町
歩
目
概
と
な
り

ひさあ第 3種郵便物認~） 第135号（昭和3例月8

ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
は
物
価
の
上
昇
で
、
一
人
当

り
段
低
と
し
て
も
十
万
円
位
で
あ
り
、
将

米
は
二
十
万
円
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
経

営
を
拡
大
し
な
い
と
所
得
が
増
加

L
な
レ

わ
け
で
す
。

家
溺
を
導
入
す
る
水
稲
＋
有
者
将
位
．か

あ
り
ま
す
が
、
所
得
を
考
え
ま
す
と
、

円札

作
で
は

－
O
碩
の
縦
で
あ
り
、
間
以
下
で
も

一
t
一
一
頭
飼
育
農
家
は
減
少
し、

七
1
八

必
飼
育
問
般
家
が
捕
え
つ
つ
あ
り
ま
す
υ

和

牛
で
も
一

O
銅
位
は
円
以
低
飼
育
す
る
必
m
x

か
あ
り
ま
す
。
豚
で
は
年
間
一

O

O
到
以

上
制
訂
し
た
い
も
の
で
す
ョ
強
制
は
千
羽

一か
単
位
と
な
り
ま
し
た
。
原
で
は
一
人
で

一
万
羽
飼
育
を
考
え
て
か
る
袋
家
も
あ
り

ま
す
。
果
樹
や
悶
芸
で
は
、
民
間
放
培
で

な
－
v
と
経
営一
か
大
変
で
、
今
後
の
提
来
料

品符
は
集
団
化
を
し
て
．
大
き
な
機
械
金
持

入
し
、
中
利
力
化
が
行
な
わ
れ
な
い
と
凶
鋭

で
す
心

ん
γ
や
、
土
国
各
地
で
業
同
化
一
か
行
な
わ

れ
て
レ
ま
す
。
間
五
・
川
内
町地
と
し
て
は
、
本

県
は
則
一
一
一
部
と
八
児
か
指
定
さ
れ
て
伸
び
よ

う
と
し
て
い
ま
す
っ
わ
が
川明
日
町
も
、
改

のて良
でし、資
す ま 金
。すの
の商
でで
、Ii

集
団各
化種
を指
考定
え 町
たと
い な
もつ

マ
地
力
増
強
推
進
に
つ
い
て

最
近
、
各
地
で
、
地
力
に
つ
い
て
問
題

が
あ
る
と
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本

年
の
稲
作
の
作
況
か
ら
み
て
も
、
地
力
の

良
し
悪
し
が
直
接
大
き
き
生
産
に
影
智
し

て
い
ま
す
。

水
田
地
力
の
増
強
は
、
客
土
、
排
水
、

作
厩
肥
の
施
用
な
ど
基
本
的
に
は
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
る
が
、
唯
で
、
は
や
く
で

き
、
そ
し
て
部
分
的
地
力
増
強
の
方
法
と

し
て
稲
ワ

ラ
と
珪
カ
片
の
施
用
を
特
に
強

調
し
て
、
農
家
が
こ
ぞ
っ
て
実
行
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
い
・た
し
ま
す
。

十
稲
ワ
ラ
の
施
期

反
ポ
り
五

o
ob吋を
M
M咋
と
し
て
施
し

て
く
ど
さ
し
l
c

2
珪
カ
ル
の
施
用

水
稲
の
健
全
性
を
捕
し
、
さ
ら
に
積
版

的
に
峨
収
の
方
策
に
し
て
、
チ
ツ
ソ
質

肥
料
の
適
撒
を
増
し
て
、
そ
れ
を
有
効

安
全
に
地
収
と
結
び
つ
け
る
亡
め
に
、

山と海の喜び2題
号①林道コンクーJI,に知事賞

昭和~C'rr度市山県林迅維持管理コンクール
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珪
カ
山
刊
の
施
用
を
必
ず
実
行
し
て
く
だ

え』

Uω

一氏
九
応
用
量
は
五
袋
以
上
で
す

U

増
収
効
果
と
し
て
は
、
一

O

%
！

一
七

%

の
成
摘
が
山
て
い
ま
す
の
で
、
秋
山
栴
問
は

必
ず
雌
即
し
て
増
収
い
た
し
ま
し
ょ
う
む

（入
替
農
業
改
良
普
及
所

朝
日
支
所
）

iお産

jし喜
b そも

b 

jせの

こ
の
た
び
、
農
地
被
貿
収
者
凶
附
債
権

を
受
惜
し
た
方
に
対
し
、
そ
の
悶
債
を
初
日

保
と
し
て
、
事
業
資
金
最
高
十
万
円
ま
で

年
六
分
の
利
率
で
、
近
年
以
内
の
貸
付
を

受
け
ら
れ
る
と
レ
う
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

借
入
希
望
者
は
、
農
業
委
品
会
へ
お
山

レ
あ
わ
せ
く
犯
さ
い
。
（
版
業
制
）

？消［
1防j
i署f
~ fご：
；ょ：
：り？

マ
油
の
扱
い
に
ご
注
意

川
以
近
の
火
災
事
故
の
約
六
O
%
は
一わ
州

知
の
取
級
レ
不
注
意
や
器
具
の
不
良
な
ど

に
臥
悶
が
あ
り
ま
す
。

山地
さ
も
り
ま
し
に
つ
の
り
、

火
山
凡
に
凱

し
む
候
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
極
の

災
容
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
ご
注
定
く
た
さ
レ
。

コu
za同

一
、
幻
拙
矧
を
ト
ラ
ム
缶
（

一
O
O
立

ω

上）

で
買
入
れ
た
ら
、
必
ず
消
防
署
へ

組
出
る
外
、
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
く

だ
さ
い
。

［
道
路
に
聞
し
た
軒
下
な
ど
に
そ
の
ま

ヲ
『

u
，‘υ
n
H
U

水固 今
利定月
地資
益 産ば
税税

納全 警

期期扇

で分分

！＿ヱーi

ま
放
置
し
な
レ

F

」
と
。

2
火
を
取
扱
う
場
所
の
近
く
や
直
射
日

光
合
さ
け
る
こ
と
。

（石
油
販
売
所
に
は
一

O
O
立
入
缶

が
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

つ
と
め
て

一
O

O
Y
入
何
で
購
入
し
て
く
だ
さ

レ
）
。

二
、
」巾
い
石
油
ス

1
1
．ァ
、
コ
ン
ロ
等
石

油
船
具
を
使
用
さ
れ
る
場
合
。

ト
タ
ン
ク
が
油
岨
れ
し
て
い
な
い
か
し

2
芯
の
状
態
に
良
針
か
。

3
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
怯
油
や
移
動
は

絶
対
に
し
な
い
戸
－と。

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
一

イ

一
月
二
J
l
六
日
よ
り

γ
二
月
二

U
会

副
火
災
予
防
起
動
が
挟
施
さ
れ
ま
す
の
で

次
に
よ
り
「
サ
イ

ν
ン
し
な
吹
鳴
し
ま
す
む

司

H
U

訓
吋

r
pl
l
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